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　鹿児島湾山川港（2005 年 3 月）および静岡県相模湾（2006 年 3 月）の底泥サンプルより細胞腹部に大き
な溝を有する自由生活性・従属栄養性の原生生物を発見し，マイクロピペットを用いて一細胞ずつ単離し，




外は，光学顕微鏡レベルの観察では，これら 3 株は互いによく似た形態形質をもっていた。3 株は微好気条
件下で生育し，バクテリアを捕食する栄養摂取を行った。腹側に大きな溝を持つことからエクスカベート類
に属する原生生物であることが想定されたが，いずれも過去に記載のない原生生物と判断された。
　3 株の 8SrDNA 配列を決定し，分子系統解析（ML 法・解析モデルは GTR＋G＋I を選択）を行った。
その結果，これらはすべて Fornicata に含まれ，さらに Fornicata の根元から分岐することが明らかとなっ







体とそれに付随する 4 種類の微小管性鞭毛根，それらを架橋する 3 種類の繊維構造からなっていた。また前
鞭毛の基底小体の根元付近から細胞後方に向かって放射状に伸びる多数の微小管が見られた。この鞭毛装置
は，Fornicata だけでなくそれ以外の系統群に属するエクスカベート類とも高い共通性を持つことがわかっ
た。微小管束に付随する繊維構造（B fiber）はエクスカベート類 Fornicata の特徴と一致した。しかし，そ
の他の微細構造からエクスカベートに属する既知種との類縁性は示されなかった。微細構造と分子系統解析
の結果からこの生物をエクスカベート類 Fornicata の新属・新種として扱い，Dysnectes brevis（Dysnectes：














類の新たなグループの存在が明らかにされた。また，2 株については，BLAST 検索の結果，環境 DNA 中
に近縁のエクスカベート類が普遍的に存在することが明らかになった。これらは，エクスカベートの多様性
の認識がまだ十分でないことを示している。特に自由遊泳性のエクスカベートの研究はまだ端緒についたば
かりであり，今後の研究でさらに多くのグループの存在が明らかにされていくものと思われる。本研究は，
エクスカベートの多様性の認識を一歩進めたもので，こうした研究が蓄積することで，ミトコンドリアの進
化過程を含めて，真核生物の初期系統と初期の真核生物の形態や細胞機能が明らかになっていくものと思わ
れる。本研究はこの重要な課題の一端を担ったものとして高く評価できる。
－363－
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
